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各種加硫促進剤の効果について

(2) 

前回見 アニリン，ジメチルアニリン，ニトロソベン

ゼンおよぴ N,NージメチルーP-ニトロソアニリンの加硫

促進効果が非常に低いと述べたしかし，アニリンは実

際に下記のような配合2) で用いられ，実用上は（表 I)•>

に示すように亜鉛華，消石灰といった無機促進剤との併

用系で用いられた例があるとのことから，アニリンの加

硫促進効果は異なった見地から考慮されなければならな

い．又，上記のジメチルアニリン等の促進剤も，アニリ

ンと同様と思われる．

さらに，前回1)記した*H(ノクセラー H)や*MBT

（ノクセラーM)も， それぞれ（表 I)., によるとタイヤ

トレッド配合に用いられた例があるとのことである．但

し，（表 I)., においてはヘサキ（ノクセラーH相当品）

およぴキャップタックス（ノクセラーM相当品）を用いて

いる．又， *Hゃ*MBTはSRIS1118-'73に規定する

促進剤の略号である．

G. オーエンスレーガー配合（有機促進剤発見者ー1906

年） 2) 
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ち，スルフェンアミド系，チウラム系，ジチオカーバメ

イト系およびキザンテート系促進剤についても，それぞ

れの系統別発達史の経過図（図 I)を示すに留める，

このように発展経過してきた促進剤の効力を前回1)記

した趣旨にそって見直す意味で， （図 I)に示した促進剤

のうち，主なものについて天然ゴム (NR)純ゴム配合で

実験した結果を今回紹介する，

試料として用いた促進剤の効果をムーニースコーチ試

験およびキュラストメータ加硫試験で測定し，それぞれ

の結果を（図 2, 3)に示した

これらの結果から， ノクセラー PPDゃPZはかなり

の急速な加硫速度をもち，かつ強力な促進効果をもつも

のである，又，ノクセラー TTは上記のノクセラーPPD

ゃPZよりも多少スコーチ安定性がよく，かつ強力な加

硫効果をもつものである，さらに，ノクセラーCZゃMSA

はノクセラー TTよりもはるかにスコーチ安定性がよ

く， しかも加硫速度が速く，かつ平たん加硫性をもつ強

力な促進剤である， これらの促進剤の特性が改めて認識

される，

ノクセラーPPD,PZゃTTはこのような急速加硫性

を生かして自然加硫丸低温加硫4)およびラテックス用6)

促進剤として用いられる例もある，又， ノクセラーTT

120.2 は同系統のノクセラー TET,TRAと同様に， 加硫剤と

次に，前回1)に引き続き有機加硫促進剤の発達史のう しての用い方（無硫黄加硫）もあり，これによって得られ
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図 l スルフェンアミド系，チウラム系，ジチオカーバメイト系およびキザンテート系加硫促進剤の系統別発達
史の経過図, *SRISによる加硫促進剤の略号．＊＊当社，プランドのノクセラーを省略した場合の名称
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紹介

た加硫物は良好な耐熱性をもつことがよ

く知られているり さらに，ノクセラー

TTと同系統であるノクセラーTSは低硫

黄と併用使用すると独特の特性をもつ加

硫物が得られる●），7>.

ノクセラー CZゃMSAについては，

このようなスコーチ安定性と平たん加硫

性の特性を生かしてタイヤ配合等に用い

られる例が多い2),8). ノクセラー CZぉ

よび MSAについての実験例があるので

参照されたいり さらに，ノクセラー

CZゃ MSAと同系統であるノクセラー

MDBはオクセラー TTと同様に加硫剤

としての用い方（無硫黄加硫）もあり，ス

コーチ安定性が良好で，かつ平たん加硫

性をもち，その上に耐熱性の優れた加硫

物が得られる8),10)•

ノクセラー CZ,MSA, あるいは前回I)

記したノクセラ—DMそれぞれにはノク

セラ— TT 又は TS が加硫速度や加硫度

の調節に用いられる場合もある"'.又，

ノクセラーCZ+MSAおよびノクセラ

-CZ+ DM系による加硫速度調節法

も考えられる.12) 

実験，各種加硫促進剤の促進効果
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表 l タイヤトレッド配合の変遷2>(Le Bras: Rubber; Fundamen-
tals of its Science, p. 198) 

配合剤 1912 1918 1933 1950 1969 

ゴム
再生ゴム
亜鉛華
ホワイチング
炭マグ
ランプブラック
カーボンブラック
白鉛（炭酸鉛）
青鉛（硫酸鉛）
リサージ
消石灰
アニリン
ヘキサ (H)
キャップタックス(M)

パインタール

アスファルト
ステアリン酸
老防 (PANA)
イオウ

計 (RC%)

50 90. 3 100 
100 19. 4 
89 40. 0 5 
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282 195 167 
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加硫時間（分）@135℃ 60 60 30 
400%モジュラス (kg/cmり 51 63 135 
引張強さ (kg/cmり 113 222 298 

老化試験後＊の引張強さ
減少率％

59 55 [6 
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脳2 各種加硫促進剤のムーニースコーチ曲線
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